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１ 教育目標
活気に満ちた伏虎中学校
～美しく、仲良く、静かで、活力のある学校～

２ 本年度の取組についての評価
開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力

・３小学校の教職員と現 ・「道徳の時間」の授業 ・全国や和歌山県の学力
職教育を開催し、小中 を公開するなどして、 調査で、つまずきを分

重 一貫教育校にむけより 教員個々の授業力の向 析し、生徒一人一人が
点 一層推進を図る。 上を図る。 課題を克服する。
目 ・カナダのリッチモンド ・生徒会役員、保護者や ・中学校３年生の約４０
標 市だけの交流でなく、 教職員であいさつ運動、 ％の生徒が、英語検定
Ｐ 韓国大邱市を訪問する 登校指導や遅刻調べな ３級程度の実力を身に

など、国際交流事業の どを実施する。 付ける。
推進を図る。 ・各教科とも、ノートづ

くりを徹底する。

・３小学校の教職員と現 ・中心発問を授業のどの ・１・２学年において、
取 職教育を開催し、３本 タイミングで発問すれ 英語の授業を少人数で
組 柱の部会も開催するこ ばよいかを、教員が学 実施したことで、コミ
の とができた。 習することができた。 ュニケーション能力が
状 ・リッチモンド市からの ・様々な学校行事を通じ 身に付いた。
況 訪問と、韓国大邱市へ て、平和の大切さや戦 ・ノート提出については、
Ｄ の訪問など国際交流を 争の悲惨さを訴え続け すべての生徒ができる

深めることができた。 ることができた。 ようになった。
取評 ・小中一貫教育校の開校 ・「道徳の時間」のさら ・基礎的・基本的な学習
組価 が１年後となり校時程 なる確保に務めるとと 内容の定着はできてい
の結 表など決定したものも もに、授業力をアップ るものの、思考力、判
成果 あるが、各教科等のカ させる必要がある。 断力、表現力などを必
果Ｃ リキュラム編成や指導 ・生徒会の役員はたいへ 要とする部分について
と 形態等をどのようにす ん真面目に仕事をして は、まだ少し弱い部分
課 るかについての課題が くれるが、もっと主体 がある。
題 あと少しある。 的に行動できるように

していきたい。
次改 ・平成２９年度開校に向 ・「道徳の時間」の公開 ・各教科ともに問題解決
年善 け、各教科等のカリキ 授業などを実施し、３ 型の授業やグループ学
度方 ュラム編成や指導形態 小学校の教員や保護者 習などを計画的に取り
に法 等をどのようにするか に参観を呼びかける。 入れていく。
向 A などについて毎月第３ ・生徒会役員に３小学校 ・英語の授業で少人数指
け 水曜日を小中一貫教育 の児童会との交流につ 導を維持し、コミュニ
て の実施に向けての４校 いて考えさせる。 ケーション能力を高め
の 会議の日とする。 ていく。

３ その他の課題
・生徒数が少ないことから教員数も少なく、そうしたことから免許外の教科を指導しな
くてはいけない状況にある。

・中学校から小学校へ教員が指導にいくことを外国語活動だけでなく他の教科での実施
や、小学校から中学校へ教科指導ができるような体制をできるだけ早い段階で実施し
ていきたい。




